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力 
第
8

回
 

金
田
町
町
民
体
育
祭
 

華
々
し
く
開
催
さ
る
 

金
田
町
教
育
委
員
会
 

社
 
会
 
教

育

 課
 会 式〕 開

 
rし
 

〔地区子供会対抗リレー〕 〔公民館対抗200才リレー〕 

去
る
五
月
十
七
日
町
民
体
育
祭
が
金
田
中
学
 

校
校
庭
に
於
て
、
住
民
一
千
五
百
人
が
参
加
し
 

華
々
し
く
か
つ
も
盛
大
に
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
 

こ
の
行
事
は
町
民
の
親
睦
と
融
和
、
体
力
づ
 

く
り
を
目
的
と
し
て
行
う
も
の
で
、
今
年
で
8
 

回
目
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
 

こ
れ
も
ひ
と
え
に
町
民
皆
様
方
の
金
田
町
社
会
 

体
育
に
関
す
る
御
理
解
の
た
ま
も
の
と
存
じ
ま
 

す。 今
大
会
を
開
催
す
る
に
あ
た
り
ま
し
て
青
年
 

団
、
婦
人
会
、
子
供
育
成
会
、
体
育
指
導
員
、
社
 

会
体
育
振
興
協
議
会
、
関
係
者
の
各
位
の
御
協
 

力
が
あ
り
ま
し
た
こ
と
を
深
く
感
謝
致
し
ま
す
 

尚
、
競
技
の
成
績
は
次
の
通
り
で
す
。
 

⑨
地
区
公
民
館
対
抗
リ
レ
ー
 

男
 
子
 

一 

位
 

一一
 

位
 

三
 

位
 

女
 
子
 

一 

位
 

一一
 

位
 

三
 

位
 

＠
子
供
会
対
抗
リ
レ
ー
 

】 

位
 

一一
 

位
 

三
 

位
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上神四 三南六高六神 

金崎 崎 

田二区 区木区見区二 

6
月
の
こ
よ
み
と
行
事
 

和
名
 
水
無
月
（
み
な
づ
き
）
 

農
事
を
皆
な
し
つ
く
し
た
月
と
い
う
こ
と
か
ら
、
 

六
月
を
水
無
月
と
い
っ
た
。
 

気
象
記
念
日
・
電
波
の
日
 

歯
の
衛
生
週
間
・
愛
の
献
血
 

計
量
記
念
日
 

時
の
記
念
日
 

入
 

梅
 

乳

児

相

談

 

父
の
日
・
夏
至
 

オ
リ
ン
ピ
ツ
ク
デ
ー
 

救
ら
い
の
日
 

貿
易
記
念
日
 



(8) 昭和56年6月1日 金 昭和56年6月1日 報
 

町 田
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町
 

田
 

☆
☆
☆
☆
☆
☆
幸
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
 

」
 

議
会
だ
よ
り
 
」
 

☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
 

議
員
報
酬
据
置
き
●
議
員
 

さ
ん
弁
当
個
人
負
担
 

と
 
な

る

 万】 

昭
和
 56 

年
第
3
回
定
例
町
議
 
原
案
可
決
を
見
て
去
る
 17 

日
閉
 

会
は
3
月
 16 

日
招
集
さ
れ
会
期
 
会
い
た
し
ま
し
た
。
 

33 

日
間
を
以
っ
て
付
議
案
件
 26 

こ
の
中
で
議
員
報
酬
の
引
き
 

件
の
審
議
を
行
い
、
全
議
案
の
 
上
げ
に
つ
い
て
、
特
別
職
報
酬
 

一

 

一
」
ハ
 
月

詠

草

 

一
 
一
 

公
民
館
短
歌
教
室
 

講
師
 
友
清
 
隆
雄
 

珍
ら
し
く
眠
り
足
り
た
る
今
 

朝
に
し
て
 

小
学
校
の
チ
ヤ
 

イ
ム
冴
え
ぎ
え
と
聞
ゆ
 

岡
野
富
司
生
 

阿
部
 
重
宏
 

と
め
ど
な
く
夜
の
闇
よ
り
わ
 
苛
立
ち
も
憤
り
も
関
り
な
き
 

く
ご
と
き
 
雪
の
片
に
心
う
 
ご
と
く
 
香
春
の
誌
に
月
昇
 

つ
ろ
に
 

小
野
ト
メ
子
 

炭
焼
き
の
煙
な
が
れ
て
め
ん
 

羊
の
 

た
わ
む
れ
し
頃
の
城
 

一
島
な
つ
か
し
 

一 

室
 

'‘ョ 

一 
霜
に
う
く
土
の
中
よ
り
さ
み
 

ー 
ど
り
の
 
蕗
の
と
う
い
く
つ
 

一 
萌
え
出
ず
る
か
な
 

一 

山
口
 
倭
子
 

一
掘
り
た
て
の
笥
を
煮
て
そ
の
 

一
上
に
 
香
ぐ
は
し
き
山
淑
の
 

一
若
芽
乗
せ
た
り
 

審
議
会
（
町
民
代
表
j
名
）
で
 

の
引
き
上
げ
が
な
さ
れ
て
い
ま
 

は
、
現
行
月
額
1
4
2
千
円
を
 
す） 

1
5
2
千
円
の
1
万
円
引
き
上
 

ま
た
議
会
に
お
け
る
会
議
の
 

げ
の
答
申
が
町
長
宛
な
さ
れ
た
 
弁
当
代
に
つ
い
て
も
個
人
負
担
 

の
で
あ
り
ま
す
が
、
皆
様
す
で
 

に
こ
承
知
の
如
く
、
本
町
の
財
 

政
事
情
は
非
常
に
厳
し
く
赤
字
 

再
建
団
体
転
落
が
必
至
の
状
態
 

で
あ
り
ま
す
。
 

こ
の
厳
し
い
町
財
政
ひ
っ
迫
 

の
折
り
で
も
あ
り
、
こ
の
際
議
 

員
報
酬
の
引
き
上
げ
は
す
る
べ
 

き
で
は
な
い
と
の
全
会
一
致
を
 

も
っ
て
、
本
年
は
見
送
り
と
な
 

っ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。
 

（
な
お
隣
接
町
は
月
額
I
万
円
 

三
宅
 
尚
美
 

叱
ら
れ
て
も
な
ほ
す
が
り
つ
 

く
幼
子
に
 
出
勤
前
の
母
の
 

ま
ぶ
た
は
光
る
 

り
ゆ
く
 

藤
本
 
唯
彦
 

春
の
雨
い
ま
だ
冷
た
し
リ
ハ
 

ビ
リ
ー
 
終
へ
た
る
廊
に
呼
 

吸
を
整
ふ
 

久
保
 
恵
子
 

電
話
で
は
語
り
尽
く
せ
ぬ
諸
 

々
を
 
手
紙
に
託
し
故
郷
へ
 

送
り
ぬ
 

千
手
佐
起
子
 

還
暦
に
子
が
く
れ
し
赤
き
マ
 

フ
ラ
ー
を
 

一
度
は
身
に
つ
 

け
む
と
思
ひ
つ
つ
る
る
 

福
出
 

昌
 

窓
開
け
し
浴
槽
に
春
の
嵐
吹
 

き
 
桜
の
花
の
い
く
ひ
ら
が
 

浮
く
 

藤
林
 
俊
信
 

味
付
け
の
コ
ッ
を
話
題
に
っ
 

ぎ
つ
ぎ
と
 
出
さ
る
る
料
理
 

に
舌
づ
っ
み
う
つ
 

高
木
美
代
子
 

病
む
夫
を
妹
に
頼
み
久
し
振
 

り
 
心
は
ず
ま
せ
美
容
院
に
 

ゆ
く
 

並
川
 
君
子
 

い
さ
ぎ
よ
く
わ
が
思
ひ
を
た
 

ち
き
れ
ば
 
と
り
と
め
も
な
 

ひ
と
ひ
 

き
一
日
と
な
り
ぬ
 

福
原
 
照
子
 

昏
れ
近
き
い
ま
も
や
ま
ぎ
る
 

雨
の
中
 
引
越
す
る
を
母
は
 

気
づ
か
ふ
 

菊
池
ー
一
枝
 

無
人
駅
の
燈
影
に
明
り
満
開
 

の
 
桜
の
花
は
艶
め
き
て
見
 

ゆ
 

そ
の
一
杯
 

三
才
児
検
診
の
結
果
に
つ
い
て
 

住

民

課

保

健

係

 

四
月
十
七
日
午
後
一
時
三
1
 

分
よ
り
母
子
保
健
法
に
基
き
恒
 

例
の
三
才
児
検
診
及
び
コ
ン
ク
 

ー
ル
を
中
央
公
民
館
に
お
い
て
 

多
数
の
参
加
を
得
、
盛
大
に
催
 

さ
れ
ま
し
た
。
日
頃
お
母
さ
ん
 

の
正
し
い
育
児
知
識
の
成
果
に
 

よ
り
、
年
を
重
ね
る
ご
と
に
体
 

位
向
上
し
て
お
り
ま
す
こ
と
は
 

喜
ば
し
い
こ
と
で
す
。
 

さ
ら
に
こ
の
検
診
及
び
指
導
 

に
よ
り
今
後
の
育
成
に
お
お
い
 

に
役
立
て
て
い
た
だ
き
た
い
と
 

思
い
ま
す
。
 

審
査
の
結
果
、
次
の
方
々
が
 

そ
れ
ぞ
れ
の
賞
を
得
ら
れ
ま
し
 

た。 【
コ
ン
ク
ー
ル
受
賞
者
】
 

〔
一
等
〕
 

上
金
田
 

高
倉
 
譲
士
 

高
 
畑
 

木
村
 

篤
 

一
 

」
一
等
〕
 

神
崎
一
 

上
金
田
 

上
金
田
 

上
金
出
 

〔
三
等
〕
 

平
原
団
地
 

‘室 

見
 

本
 
町
 

・
平
原
団
地
 

宝
見
団
地
 

神
 
崎
 

〔
入
選
〕
 

東
金
田
 

東
金
田
 

堀
川
団
地
 

堀
川
団
地
 

神
 
崎
 

亀
ノ
甲
団
地
 

堀
川
団
地
 

金
田
町
老
人
ク
ラ
ブ
 

俳
句
・
短
歌
同
好
会
 

【
俳
句
】
 

原
田
 

豊
茂
 

古
稀
す
ぎ
し
妻
の
モ
ソ
べ
や
 

蕗
の
整
 

岩
野
 
克
芳
 

若
茶
つ
む
畠
に
流
る
る
 

r
ー 

唄
も
晴
れ
 

福
島
 

勝
 

坂
口
か
お
り
 

植
高
・
妃
代
 

堀
田
ま
つ
み
 

和
田
 

裕
也
 

吉
田
 
克
洋
 

鶴
田
 

正
和
 

久
冨
 
由
香
 

小
屋
根
雄
作
 

香
月
 
梨
沙
 

永
末
 
康
介
 

永
末
・
大
介
 

林
・
 

祐
子
 

岸
田
 
政
和
 

川
崎
 

修
 

池
村
 

哲
也
 

属
 
優
貴
雄
 

' 

《郡内各町村・特別職・給料・報酬額調》 

（
手
弁
当
）
 
と
す
る
こ
と
に
決
 

定
い
た
し
ま
し
た
。
 

＼種 
\ 別 

町村名＼ 

給 料 月 額 報 酬 月 額 

町 長 助 役 収入役 改正・適用 
年 月 日 議 長 副議長 議 員 

改正・適用 
年 月 日 

金田町 410,000 350,000 330,000 S53. 4 . 1 172,000 152,000 142,000 S54. 4 . 1 

赤池町 440, 000 392,000 357,000 S56. 4 . 1 184,000 163,000 152,000 S56. 4 . 1 

方城町 430,000 370,000 355,000 S54.10. 1 184,0 $ I 163,000 152,000 S56. 1 . 1 

糸田町 460,000 387,000 367,000 S55. 4 . 1 184,000 163,000 152,000 S55. 4 . 1 

川崎町 480,000 414,000 383,000 S55. 7 . 1 198,000 174,000 160,000 S55. 7 . 1 

添田町 470,000 408,000 380,000 S55. 8 . 1 188,000 166,000 153,000 S55. 8 . 1 

大任町 460, 000 390,000 370,000 S55. 4 . 1 185,000 163,000 153,000 S55. 4 . 1 

香春町 460,000 395,000 375,000 S55. 4 .1 185,000 163,000 153,000 S55. 4 . 1 

赤 村 460,000 385,000 365,000 S55. 4 . 1 185,000 163,000 153,000 S55. 4 . 1 

【註】 金田町の3役‘町長、助役、収入役）の給料はS53.4 .1以降3カ年、据置きとなつております。 

議

会

常

任

委

員

会

 

委

員

改

選

さ

れ

 る
 

4
月
 17
 

日
再
開
の
定
 
い
た
し
、
5
月
8

日
か
ら
つ
ぎ
 

例
町
議
会
に
お
い
て
各
 
の
と
お
り
と
な
り
ま
し
た
。
 

常
任
委
員
会
の
改
選
を
 

【総務財務委員会】 【産業経済民生委員会】 【土木鉱害委員会】 

委員長 藤林俊信 委員長 米家荒雄 委員長 渡辺照利 

副委員長 中島 力 副委員長 相原清一郎 副委員長 市丸定行 

委 員 竹宗 学 委 員 植高勇太郎 委 員 木戸幸義 

委 ，員 千手大蔵 委 員 藤元俊治 委 員 吉 田 保 

委 員 浦 田 由 光 委 員 青田春義 委 員 前 川 二郎 

委 員 辰島 保 委 員 大井 半 

断
わ
る
勇
気
が
 

事
故
を
断
つ
 

〔三才児検診入賞者〕 

し
ま
す
と
、
人
や
車
が
列
車
の
 

安
全
運
転
を
阻
害
す
る
こ
と
で
 

例
え
ば
、
踏
切
で
車
が
一
時
停
 

止
せ
ず
列
車
の
直
前
を
横
断
し
 

た
り
、
人
が
近
道
を
す
る
た
め
 

線
路
を
通
っ
て
列
車
を
止
め
た
 

り
、
あ
る
い
は
子
供
さ
ん
が
線
 

路
に
石
や
物
を
置
く
い
た
ず
ら
 

等
を
い
い
ま
す
。
 
そ
の
中
で
最
 

も
多
い
の
が
踏
切
事
故
で
す
．
 

昭
和
 55
 

年
度
門
司
鉄
道
管
理
 

局
管
内
で
発
生
し
た
妨
害
は
4
 

7
5
件
で
そ
の
う
ち
1
5
1
件
 

( 32 

パ
ー
セ
ン
ト
）
 
が
踏
切
事
 

故
で
、
中
で
も
列
車
脱
線
が
3
 

件
も
発
生
し
て
お
り
ま
す
。
 

直
方
公
安
室
管
内
で
は
、
こ
 

れ
ら
の
妨
害
事
故
が
7
5
件
も
 

発
生
し
、
そ
の
う
ち
踏
切
事
故
 

が
2
6
件
で
全
体
の
3
5

パ
ー
 

セ
ン
ト
を
示
し
て
お
り
ま
す
。
 

「
事
故
」
 
の
恐
ろ
し
さ
は
、
 

今
更
申
し
あ
げ
る
ま
で
も
な
く
 

ド
ラ
イ
バ
ー
の
ち
よ
っ
と
し
た
 

不
注
意
が
大
惨
事
と
な
り
ま
 

す
。
事
故
を
防
止
す
る
に
は
、
 

一
人
一
人
が
交
通
法
規
を
守
り
 

安
全
運
転
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
 

て
・
は
じ
め
て
実
効
が
あ
る
も
 

の
と
思
わ
れ
ま
す
。
 

昭
和
五
十
六
年
度
田
川
商
工
 

会
議
所
簿
記
講
座
の
御
案
内
 

鉄
道
妨
害
を
な
く
す
運
動
 

首
首
奪
己
ま
楚
丁
ー
く
 

5
月
 21 

日
 
1

6
月
 10 

日
 

国
鉄
で
は
、
5
月
 21
 

日
か
ら
 

6
月
 10 

日
ま
で
「
鉄
道
妨
害
を
 

な
く
す
運
動
」
を
全
国
一
せ
い
 

岡
本
勝
次
郎
 

金
網
を
越
え
来
し
ボ
ー
ル
 

日
脚
伸
ぶ
 

岡
本
 
清
子
 

花
ぐ
も
り
カ
ル
キ
の
匂
ふ
 

蛇
口
か
な
 

前
 
千
恵
子
 

若
妻
の
押
す
車
椅
子
 

花
見
か
な
 

市
川
 
法
子
 

花
屑
に
濯
ぐ
女
の
 

染
む
ご
と
し
 

瓜
生
 
女
礼
 

菜
の
花
を
級
艶
と
し
て
 

ひ
・
り
 

土
手
展
く
 

鳥
越
 
美
枝
 

雑
草
と
り
裏
薮
近
く
 

笹
子
鳴
く
 

に
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
 

た。 鉄
道
妨
害
と
は
、
 
一
口
に
申
 

会
長
 
辰
島
 
宗
一
 

一 

鯉
の
ぼ
り
四
方
に
は
た
め
く
 

五
月
晴
 

【
短
歌
】
 

辰
島
 
宗
一
 

辿
り
つ
つ
登
る
山
坂
 

奥
深
く
渓
間
を
わ
た
る
 

う
ぐ
い
す
の
声
 

鳥
越
 
美
枝
 

も
の
の
芽
は
春
待
ち
わ
び
て
 

い
っ
せ
い
に
力
い
つ
ぱ
い
 

芽
吹
き
せ
り
 

一
 
一
 
一
 
一
 

こ
の
講
座
は
日
常
の
取
引
に
 

も
と
づ
く
記
帳
等
を
、
初
心
者
 

を
対
象
に
事
例
に
も
と
づ
い
て
 

講
義
す
る
商
業
簿
記
の
基
礎
コ
 

ー
ス
で
す
。
 

◆
日
時
 

56
 

年
7

月
認
日
（
予
定
）
ー
 

8
月
末
頃
の
 20
 

日
間
 

午
後
6
時
1
8
時
 

期
間
中
、
原
則
と
し
て
土
 

日
、
盆
は
休
日
と
し
ま
す
 

◆
場
所
 

田
川
市
新
町
 

西
日
本
計
理
専
門
学
校
 

◆
受
講
料
 

五
、
〇
O
〇
円
（
一
名
に
 

付
き
）
 

◆
申
し
込
み
締
切
り
 

7
月
加
日
 

◆
申
し
込
み
書
は
商
工
会
議
所
 

に
準
備
し
て
い
ま
す
。
 

詳
細
に
つ
い
て
は
左
記
へ
 

、
お
問
い
合
せ
下
さ
い
。
 

電
話
（
田
川
）
④
三
一
五
〇
番
 

ガ
消
費
生
活
相
談
員
制
度
に
 

つ

い

て

お

知

ら

せ

ク

 

消
費
者
行
政
は
、
消
費
生
活
 
す
る
と
と
も
に
、
で
き
る
だ
け
 

の
安
定
向
上
を
目
ざ
す
消
費
者
 
多
く
の
人
達
が
苦
情
相
談
と
か
 

の
た
め
の
行
政
で
す
か
ら
、
消
 
買
物
相
談
が
出
来
る
た
め
に
、
 

費
生
活
の
実
態
を
正
し
く
把
握
 
そ
う
し
た
窓
口
を
広
げ
る
必
要
 

が
あ
り
ま
す
。
 

そ
の
中
で
行
政
の
力
だ
け
で
 

は
ど
う
し
て
も
要
望
に
対
し
て
 

充
分
に
お
応
え
す
る
こ
と
が
．
 

で
き
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
県
で
は
 

県
民
の
中
か
ら
、
と
く
に
消
費
 

生
活
問
題
に
認
識
が
あ
り
、
地
 

域
の
リ
ー
ダ
ー
と
な
っ
て
お
ら
 

れ
る
婦
人
四
百
名
の
方
に
消
費
 

生
活
相
談
員
に
な
っ
て
い
た
だ
 

き
、
消
費
者
か
ら
の
消
費
生
活
 

相
談
（
苦
情
）
に
応
じ
て
い
た
 

だ
く
た
め
に
つ
く
ら
れ
た
制
度
 

が
、
消
費
生
活
相
談
員
制
度
で
 

す
。
本
町
で
も
次
の
ニ
名
の
方
 

を
推
薦
し
、
五
十
六
年
度
消
費
 

生
活
相
談
員
と
し
て
、
県
知
事
 

よ
り
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。
 

住
民
の
方
に
は
、
消
費
生
活
 

向
上
の
た
め
、
こ
の
制
度
を
広
 

く
利
用
さ
れ
ま
す
よ
う
お
知
ら
 

せ
し
ま
す
。
 

金
田
町
の
消
費
生
活
相
談
員
 

（一一名） 

⑥
住
所
廿
金
田
町
大
字
神
崎
 

一
〇
一
一
番
地
 

氏
名
り
上
田
ミ
サ
ヲ
 

電
話
②
2
8
8
6
番
 

＠
住
所
廿
金
田
町
大
字
神
崎
 

一
六
一
八
の
三
番
地
 

氏
名
廿
相
原
 
貞
子
 

電
話
②
5
1
4
9
番
 

町 県 民 税 

第1 期分 

（納期限） 

6 月 30 日 
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田
 

金
 

‘、● 

ロ
 

ブ
》
伏
 

一
衛
一
生
一
だ
ー
よ
ー
り
一
 

せ
 

ク
 

ク
 

ク
 

ル
 

ク
 

ク
 

ク
 

ク
 

ク
 

三

種

混

合

の

予

防

接

種

 

三
種
混
合
の
予
防
接
種
を
次
 

年
1
1
年
半
を
経
過
し
た
 

の
と
お
り
行
な
い
ま
す
。
 

幼
児
）
も
（
今
回
受
け
て
 

一
、
対
象
者
 

よ
ろ
し
い
で
す
。
 

生
後
 24
 

ケ
月
ー
娼
ケ
月
の
 
四
、
料
 
金
 

者
 

無
 

料
 

ニ
、
と
き
・
と
こ
ろ
 

五
、
持
っ
て
く
る
も
の
 

昭
和
 56 

年
6
月
 19 

日
（
金
）
 

母
子
手
帳
と
印
か
ん
 

午
後
1
時
 30
 

分
1
3
時
ま
 

当
日
は
予
防
接
種
に
よ
る
事
 

で
 

金
田
町
中
央
公
民
館
 

三
、
第
ニ
期
に
該
当
す
る
幼
児
 

(1
期
3
回
終
了
後
、
1
 

故
を
防
ぐ
た
め
、
保
護
者
の
 

同
伴
の
な
い
幼
児
は
接
種
で
 

き
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
願
い
 

ま
す
。
 

ク
 

ク
 

ク
 

r
 

ク
 

ク
 

ク
 

日

本

脳

炎

予

防

接

種

 

日
本
脳
炎
予
防
接
種
を
次
の
 

通
り
行
な
い
ま
す
。
 

一
、
該
当
者
 

三
才
以
上
の
健
康
な
人
 

（
小
・
中
・
高
校
生
は
除
く
）
 

一
一
、
と
 

き
 

昭
和
五
十
六
自
六
月
十
一
 

日
（
木
）
午
後
一
時
三
十
分
 

ー
三
時
ま
で
 

三
、
と
こ
ろ
 

金
田
町
中
央
公
民
館
 

四
、
料
 
金
 

無
 

料
 

五
、
印
か
ん
持
参
の
こ
と
 

尚
、
六
月
十
九
H

の
三
種
混
合
 

を
接
種
さ
れ
る
予
定
の
方
は
、
 

七
月
三
日
の
時
に
接
種
さ
れ
る
 

よ
う
お
願
い
し
ま
す
】
 

消
防
設
備
士
試
験
準
備
 

講
習
会
の
実
施
に
つ
い
て
 

福
岡
県
が
行
う
昭
和
 56 

年
度
 

消
防
設
備
士
試
験
（
甲
種
一
、
 

二
、
三
、
四
、
五
類
、
乙
種
一
、
一
一
 

三
、
四
、
五
、
ー
ハ
、
七
、
類
）
 

が
来
 

る
8
月
2

日
に
実
施
さ
れ
ま
す
 

当
、
田
川
地
区
に
お
い
て
は
 

こ
れ
に
先
が
け
社
団
法
人
田
川
 

地
区
防
災
協
会
の
主
催
に
よ
っ
 

て
、
次
に
よ
り
試
験
準
備
講
習
 

会
を
実
施
い
た
し
ま
す
。
 

◆
講
習
日
時
 

昭
和
 56 

年
7

月
 19
 

日
（
日
）
 

◆
講
習
場
所
 

田
川
市
新
町
 11
 

番
 65 

号
 

田
川
地
区
消
防
署
講
堂
 

◆
講
習
科
目
 

0
関
係
法
令
集
 

e
機
械
又
は
電
気
に
関
す
 

る
基
礎
的
知
識
 

昭
和
 56 

年
7
月
1

日
か
ら
 

7
月
 15 

日
ま
で
 

申
し
込
み
書
は
、
次
の
署
 

所
に
備
え
て
あ
り
ま
す
の
 

で
早
目
に
申
し
込
ん
で
下
 

さ
い
。
 

O
田
川
地
区
消
防
本
部
予
 

防
課
内
 

e
田
川
地
区
消
防
署
金
田
 

分
署
 

◆
受
講
料
 

講
習
料
 
三
千
円
 

テ
キ
ス
ト
代
実
費
（
消
防
 

設
備
必
携
、
関
係
法
令
集
 

問
題
集
）
 

但
し
、
講
習
料
は
、
田
川
 

地
区
防
災
協
会
会
員
及
び
 

そ
の
従
業
員
で
会
員
証
明
 

書
を
提
出
し
た
も
の
に
限
 

田
消
防
用
設
備
等
の
構
造
 

り
二
千
五
百
円
と
す
る
。
 

機
能
及
び
工
事
又
は
整
 
◆
携
行
品
 

備
の
方
法
 

昼
食
、
筆
記
用
具
、
テ
キ
 

◆
受
講
申
し
込
み
 

ス
ト
 

昭

和

 56 

年

度

調

理

師

 

試
験
の
実
施
に
つ
い
て
 

次
の
通
り
調
理
師
試
験
を
実
 

施
致
し
ま
す
の
で
受
験
希
望
を
 

さ
れ
る
方
は
、
田
川
保
健
所
栄
 

養
係
へ
お
問
い
合
せ
下
さ
い
。
 

記
 

O
願
書
受
付
け
期
間
及
ひ
時
間
 

56 

年
6
月
 15
 

日
（
月
）
ー
 

6
月
 19 

日
（
金
）
ま
で
 

午
前
9
時
ー
午
後
5
時
ま
で
 

e
願
書
の
提
出
先
 

田
川
保
健
所
栄
養
係
 

田
試
験
の
日
時
 

弱
年
8

月
 11
 

日
（
火
曜
日
）
 

午
後
1
時
1
3
時
ま
で
 

O
試
験
地
及
ひ
会
場
 

福
岡
市
 
西
南
学
院
大
学
 

北
九
州
市
 
北
九
州
大
学
 

尚
、
受
験
手
統
き
等
の
詳
し
い
 

こ
と
は
、
田
川
保
健
所
栄
養
係
 
電
話
（
〇
九
四
七
四
）
 

！
●
・
？
●
、
《
●
●
？
●
‘
？
●
‘
．
‘
、
ぐ
．
二
一
●
●
？
●
●
？
●
、
、
に
，
・
「
，
・
 

へ
直
接
お
尋
ね
下
さ
い
。
 

④
〇
六
六
六
番
 
卓

球

ク

ラ

プ

会

員

募

集

 

郷

土

芸

能

 

『

盆

歌

及

び

盆

踊

り

』

 

教
室
の
開
講
に
つ
い
て
 

中
 
央
 
公
 
民
 
館
 

金
田
町
に
は
古
い
盆
歌
と
盆
 
れ
つ
つ
あ
る
の
が
現
状
で
す
。
 

踊
り
が
伝
え
ら
れ
て
お
り
町
内
 

こ
れ
を
憂
慮
し
、
正
し
い
盆
 

の
一
部
で
継
承
さ
れ
、
今
な
お
 
歌
と
盆
踊
り
を
学
ぶ
と
共
に
こ
 

お
盆
に
は
盛
ん
に
歌
と
踊
り
が
 
れ
を
後
世
に
伝
え
、
残
す
た
め
 

催
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
 

に
教
室
を
開
講
致
し
た
い
と
存
 

し
か
し
な
が
ら
、
歌
、
踊
り
と
 

じ
ま
す
。
 

も
原
典
と
は
異
な
り
本
来
の
も
 

ご
希
望
の
方
は
中
央
公
民
館
 

ち
あ
じ
が
失
な
わ
れ
、
さ
び
や
 

へ
お
申
し
込
み
下
さ
い
。
 

し
ぶ
み
が
薄
く
な
り
、
変
形
さ
 
電
話
（
金
田
）
②
〇
四
二
五
番
 

八
八
春
 

の
 
た
 
よ
 
り

V

 

金
 
田

町

青

年

会

 

私
達
青
年
会
は
地
域
の
向
上
 

苗
木
一
本
の
国
際
協
力
キ
 

及
び
仲
間
作
り
を
目
標
と
し
て
 

ヤ
ン
ペ
ー
ン
 

お
り
、
常
に
新
し
い
若
者
の
意
 
※
郡
外
研
修
 

見
を
待
っ
て
い
ま
す
。
 

日
時
廿
6
月
 27 

日
ー
 28 

日
 

《
春
の
行
事
V
 

場
所
廿
京
都
郡
、
築
上
郡
 

※
チ
ヤ
リ
テ
イ
ダ
ン
ス
・
パ
ー
 

テ
イ
 

日
時
廿
5
月
 30 

日
 

場
所
廿
糸
田
町
 
観
世
会
館
 

ア
ジ
ア
太
平
洋
緑
化
運
動
 

田
川
郡
以
外
の
青
年
と
一
泊
一
一
 

日
の
楽
し
い
交
流
の
つ
ど
い
 

連
絡
先
 

電
話
（
金
田
）
②
五
一
六
六
番
 

中
 
尾
 

勉
 

■
事
業
所
統
計
調
査
に
 

7
月
1

日
に
全
国
い
っ
せ
い
に
，
事
業
所
統
計
調
査
一
が
 

行
な
わ
れ
ま
す
。
調
査
員
が
伺
い
ま
し
た
際
に
は
、
皆
様
 

の
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。
 

こ

協

力

を

■

 
一
？
、
．
・
？
●
、
ぐ
．
・
？
、
・
？
●
、
く
！
、
？
，
、
？
，
、
●
，
、
？
，
、
、
‘
 

町
民
相
互
の
融
和
と
、
体
位
 

向
上
を
図
る
た
め
左
記
の
と
お
 

り
会
員
の
募
集
を
い
た
し
ま
す
 

の
で
、
御
希
望
の
方
は
ふ
る
っ
 

て
応
募
し
て
下
さ
い
。
 

一
、
応
募
資
格
 

老
若
男
女
を
問
い
ま
せ
ん
。
 

ニ
、
募
集
締
切
 

六
月
二
十
日
迄
（
七
月
発
足
 

予
定
）
 

三
、
練
習
日
 

毎
週
水
曜
日
 
午
後
七
時
よ
 

り
午
後
十
時
ま
で
 

四
、
練
習
場
所
 

金
田
町
町
民
会
館
 

五
、
会
費
 

月
五
〇
〇
円
の
予
定
 

六
、
申
し
込
み
先
 

金
田
町
新
町
三
丁
目
 

小
 
西
 
泰
 
右
 

電
話
（
金
田
）
②
3
3
1
1
番
 

（
申
し
込
み
は
電
話
で
結
構
 

で
す
）
 

あ

り

が

と

う

 

こ

ざ

い

ま

し

た

 

金
田
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
 

森
 

種
 
重
 
様
 

右
の
方
よ
り
香
典
返
し
と
し
 

て
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
 

の
で
有
意
義
に
使
用
さ
せ
て
い
 

た
だ
き
ま
す
。
 


